
日本株は、黄金の3年間を迎える？

※2023年の11月末までの騰落率。日本は日経平均、米国はNYダウ、欧州
はユーロストックス50、中国は上海総合、インドはSENSEX、ブラジルは
ボベスパ指数を使用して算出　（出所）QUICKのデータをもとに当社作成

※1949～2023年の前年終値からの騰落率、ただし1949年は取引開始日からの騰落率、2023年は11月
末時点のデータをもとに算出

（出所）日本経済新聞社ホームページのデータをもとに当社作成
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間見通しのレポートや、2024年大予測
などといった雑誌の特集が目に付くよう
になる年末年始。ゆっくりと時間をとっ
て振り返りをしたり、これからの運用戦

■ 図表1 各地域の代表的な
 株価指数の騰落率

■ 図表2  日経平均株価の年間騰落率、干支別の平均値

略を考える季節だ。2023年は円安が進行し、株式市場
も多くの国・地域で底堅い推移を見せた。まずまずの成
績で終えたという方が多いのではないだろうか。
　さて、この2023年で好調さが目立ったのが日本の株
式市場だ。日経平均株価で見ると、11月末時点までで
3割近い上昇となっており、世界の主要市場の中でも
好調さが際立っている。中国の株式市場に元気がないこ
とも手伝って、アジアの中では中国から日本にシフトす
る動きも出てきた。調査会社プレキンのデータによると、
2023年11月までに立ち上げられた日本株専門ファンド

の本数（18本）は中国株ファンドの本数（13本）を17年ぶ
りに上回った。
　相場格言に「辰

た つ み
巳天井」や「戌

い ぬ い
亥で仕込み、辰巳で売る」

という言葉があり、辰年・巳年は高値に向かいやすい巡
りとされている。立身出世の「立つ身」にかけた語呂合
わせが語源とも言われ、科学的根拠には乏しいものの、
過去の実績では「卯

うさぎ
、跳ねる」から続く3年間は上昇が続

くことが多い。印象に残る年も多く、戦後復興期の1951
～53年、日経平均が最高値に駆け上がった1987～89年、
アベノミクスの上昇期を含む2011～13年などが卯～巳
の3年間にあたる。もちろんIT バブル崩壊の2000年も
辰年だったので、偶然に過ぎないとも言えるが、前年は
格言通り「跳ね」、新しいNISAも始まる2024年。これか
らの相場展開を、期待を込めて見守りたい。
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